
昭和53年 4月25日第 266号(1) 

。健康なからだをつくり、

高い教養を身につける

。あらゆる機会をとらえす:~~~{に励む。

心スホ Yをさかんにし、宇こやかなからだをつくる。

(大川巾一民憲章)
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時
年
目
藍

初
予

決
ま
る

総
額
制
億

7
千
2
百
引
万
aυ
千
円

昭
和
五
十
三
年
度
の
予
算
な
ど
を
審
議
す
る
定
例
市
議
会
は
、
三
月
十
日
に
開
会
、

総
額
八
十
一
億
七
千
二
百
二
十
一
万
六
千
円
の
各
会
計
予
算
の
ほ
か
、
大
洲
市
母
子

家
庭
医
療
費
助
成
条
例
の
改
正
な
ど
、
凹
十
三
議
案
が
慎
重
に
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ

も
原
案
の
と
わ
り
決
定
し
て
、
三
月
二
十
二
日
、
十
三
日
聞
の
会
期
を
終
り
ま
し
た
。

昭
和
五
十
三
年
度
予
算
を
提
案
す
る
に
あ
た
り
、
近
田
市
長
は
、
施
政
の
基
本
方

針
を
次
の
よ
う
に
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

樹
て
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
で

ゐ
り
ま
す
。

市
と
し
て
は
、
そ
の
方
針
を
丸

と
に
し
て
、
市
政
に
反
映
さ
せ
る

と
と
も
に
、
地
域
経
営
に
適
切
な

ア
ド
バ
イ
ス
を
加
え
る
こ
と
で
は

な
い
か
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。

以
上
一
一
つ
の
観
点
に
立
っ
て
、

ま
ず
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
行
政
を
積

極
的
に
進
め
、
地
域
に
お
け
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
盛
り
上
げ
る

努
力
と
、
そ
れ
を
推
進
す
る
体
制

を
強
化
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

充
実
を
凶
っ
て
い
く
こ
と
で
あ
り

ま
す
。ご

承
知
の
よ
う
に
国
は
、
現
在

の
不
況
を
克
服
す
る
た
め
、
十
五

か
月
予
算
、
公
共
事
業
費
の
大
幅

増
加
、
事
業
の
早
期
発
注
な
ど
一

連
の
対
策
を
講
ビ
る
こ
と
に
し
て

お
り
、
県
に
お
い
て
も
ま
た
同
様

の
措
置
が
と
ら
れ
て
む
り
ま
す
。

当
市
に
お
き
ま
し
で
も
園
、
県
の

施
策
に
呼
応
し
、
同
一
茶
調
で
臨

ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
う
の
で
こ

ざ
い
ま
す
。

特
に
本
市
の
よ
う
な
道
路
、
下

水
道
の
整
備
と
い
っ
た
事
業
を
積

極
的
に
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

向
治
体
は
、
こ
の
機
会
に
財
政
の

許
す
範
囲
で
、
こ
れ
ら
の
推
進
に

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
思
う
の

で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
ギ
業
費
は
、
可
能

な
限
り
当
初
予
算
に
計
上
し
、
執

行
に
万
全
を
期
し
で
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
わ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
基
本
的
な
考
え
方

に
ケ
一
っ
て
、
一
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
行

政
の
推
進
二
、
坐
活
福
祉
の
充

実
と
健
康
月
つ
く
り
の
推
進
二
一
、

地
域
農
政
の
併
進
問
、
商
工
業

の
振
興
と
都
市
対
策
五
、
生
活

環
境
の
整
備
六
、
教
育
文
化
行

日
J
七
月
一
一
一
十
日

は
大
洲
の
腔
史
を
通
観
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
石
器
時
代
か
ら
明

治
の
初
期
ま
で
の
代
表
的
資
料
を

陳
列
し
ま
し
た
。

五
階
の
第
二
展
ポ
室
に
は
、
大

洲
地
方
の
民
俗
資
料
九
十
点
、
白

然
関
係
(
動
物
、
植
物
、
岩
石
な

ど
の
標
本
と
写
真
)
一
一
一
一
百
三
十
点
。

特
別
展
示
室
は
市
内
小
中
学
生
の

開
館
記
念
絵
画
、
習
字
展
(
四
月

末
日
ま
で
)
を
行
つ
で
い
ま
す
。

た
だ
し
、
ご
承
知
の
と
お
り
軸

物
は
長
期
問
掛
け
て
お
き
ま
す
と

軸
が
い
た
み
ま
す
の
で
、
期
間
内

で
も
順
次
取
り
替
え
を
行
い
ま
す
。

月
曜
u
l
金
曜
日
は
午
前
九
時

か
ら
午
後
四
時
半
ま
で
、
土
曜
日

は
午
前
九
時
か
ら
十
一
時
半
ま
で

開
館
、
人
館
料
は
無
料
で
す
。
土

曜
日
の
午
後
、
日
曜
日
、
祝
日
、

年
末
年
始
と
毎
月
末
は
休
館
し
ま

す。
開
館
当
初
の
こ
と
で
あ
り
、
い

ろ
/
¥
ご
不
満
の
点
や
ご
怠
見
も

あ
ろ
う
か
と
思
い
、
ご
意
見
箱
を

置
い
て
、
皆
さ
ん
の
博
物
館
と
し

て
、
よ
り
充
実
さ
せ
る
べ
く
努
力

を
し
て
い
ま
す
。

博
物
館
が
今
後
大
洲
市
の
重
要

な
観
光
資
源
に
な
る
と
同
時
に
、

本
来
の
使
命
で
あ
る
社
会
教
育
の

場
と
し
て
、
市
民
の
背
さ
ん
の
お

役
に
立
ち
た
い
と
念
願
し
て
い
ま

す。

大洲市当初予算の規摸
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政
の
推
進
な
ど
を
重
点
施
策
と
し

て
、
そ
の
積
極
的
な
推
進
を
図
る

べ
く
予
算
編
成
に
意
を
用
い
ま
し

た。
市
民
の
皆
様
に
は
明
る
く
豊
か

な
、
大
洲
市
建
設
の
た
め
格
段
の

ご
協
力
を
お
願
い
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。
L

主
な
予
算
の
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。

(
単
位
千
円
)

一
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
行
政
の
推
進

。
一
コ
ミ
ェ
ニ
テ
ィ
推
進
資
料
作

成

費

一

、

一

0
0

0
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
活
動
費

助
成
費
二
、
一
一
一

0
0

二
、
生
活
福
祉
と
健
康
っ
く
り
推

進。
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
建
設
事

業

費

一

三

O
、
七
一

O

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
建
設
事

業
費
五
七
六
ぱ
六
七
、
二
八
六

保
健
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業

五
凹
四
2m
六
三
、
四

A

一回

。
母
子
家
庭
医
療
費
無
料
化

(
入
院
外
、
歯
科
を
含
む
)

一
二
、
二
四

O

。
保
育
所
費

三
四
回
、
九
一
九

三
、
地
域
農
政
の
推
進

。
国
営
農
地
開
発
事
業
費

九、

0
0五

O
地
域
農
政
推
進
活
動
費

一
、
五
五
六

C
山
村
地
域
農
林
漁
業
特
別
対

策

事

業

三

一

、

二

一

0

0
農
業
構
造
改
善
事
業

道
一
舎
一
院
一
本

箔

業用

計

五十

「
私
は
、
市
長
に
就
任
以
来
、
済
優
先
の
原
理
に
た
っ
て
行
わ
れ

融
相
と
協
調
を
基
本
に
物
心
両
面
た
と
思
い
ま
す
が
、
今
後
は
、
生

に
わ
た
る
旦
は
か
な
市
ゃ
つ
く
り
の
た
活
優
先
の
原
田
引
を
見
直
し
、
そ
の

め
一
、
産
業
経
済
の
振
興
、
商
工
業
調
和
を
は
か
る
こ
と
が
大
切
で
あ

の
振
興
、
生
活
環
境
の
整
備
、
コ
る
と
思
い
ま
す
。

ミ
ユ
二
一
ア
ィ
行
政
の
推
進
、
福
祉
次
に
、
今
日
の
社
会
情
勢
は
極

の
充
実
と
生
活
福
祉
の
向
上
、
教
め
て
き
び
し
い
現
実
に
直
面
し
て

育
文
化
行
政
の
推
進
を
か
か
げ
、
わ
り
、
こ
れ
か
ら
の
市
政
推
進
に

懸
命
の
努
力
を
い
た
し
て
ま
い
り
お
い
て
も
、
市
民
の
行
政
参
加
休

ま
し
た
。
幸
い
に
し
て
市
議
会
の
皆
制
を
、
ど
の
よ
う
に
確
な
す
る
か

さ
ん
を
は
じ
め
、
市
民
各
位
の
ご
が
極
め
て
重
要
で
あ
り
ま
す
。

理
解
と
こ
協
力
を
い
た
だ
き
着
実
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
こ
と
は
、

に
前
進
を
は
か
る
こ
と
が
で
き
ま
そ
の
地
域
の
皆
さ
ん
が
一
醤
よ
く

し
た
こ
と
を
、
こ
の
機
会
に
深
く
知
っ
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、

感

謝

中

し

と

げ

ま

す

。

そ

の

地

域

の

皆

さ

ん

が

共

通

理

解

さ

ら

に

も

う

一

点

は

、

公

共

事

従
来
の
政
治
の
あ
り
方
は
、
経
の
も
と
で
、
地
域
の
経
常
万
礼
引
を
業
の
弘
充
を
図
り
、
社
会
資
本
の

舟
耐
肌
市
川
陥
品
川
刊

4
州
日

4岬
川
市
川
叫

4
山
山
市
川
山
品
川
日
市
山
川

4
州
叫
巾
山
川

4
岬
日
市
川
叫

A
岬
叫

4
は

A

ほ
4
岬
川
市
岬
叫
合
山
刊
点
岬
肌

A
似
品
川
刊
市
似
品
仰
附
巾
岬
陥

4
似
品
川
日

4
刊

止

は

4
州

止

は

A
岬
叫

4
岬
川
市
刊
h
A似
品

岬

m
A岬
川
市
山
肌

A
岬
日

4
刊
日

4
岬

な

は

4
岬
叫

4
N川

待
望
の
博
物
館
オ
j
プ
ン

第
一
一
回
展
示
三
月
三
十
一

か
ね
て
準
備
中
だ
っ
た
博
物
館

は
、
去
る
三
月
二
一
十
一
円
午
前
十

時
よ
り
約
百
名
の
来
賓
を
迎
え
て

開
館
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
主

催
者
の
挨
拶
や
来
賓
祝
辞
の
あ
と

十
時
四
十
八
刀
、
拍
手
と
カ
メ
ラ
の

フ
ラ

y
シ
ユ
の
中
で
、
近
田
市
長

ら
が
紅
白
の
一
ア

l
プ
に
は
さ
み
を

入
れ
る
と
、
展
示
室
の
照
明
が

点
灯
さ
れ
て
、
一
一
百
余
り
の
展
示

品
が
そ
の
姿
を
浮
か
び
e
に
が
ら
せ

ま
し
た
。

午
後
一
時
か
ら
一
般
公
開
さ
れ

ま
し
た
が
、
四
時
半
の
閉
館
ま
で

に
約
六
十
名
が
入
場
、
以
来
連
日

百
名
前
後
訪
れ
て
い
ま
す
。

七
月
三
十
日
ま
で
を
第
一
期
展

と
し
て
、
四
階
の
第
一
一
展
示
室
に

民

水

事国

業病

会王
計「

ム
ロ

四
一
、
八
六
五

O
松
く
い
虫
防
除
対
策
事
業

一六、

0
0七

O
松
く
い
虫
跡
地
造
林
事
業

三
、
四
二

0

0
林
業
構
造
改
善
事
業

七
O
、
-
一
五
六

C
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業

二
千
一
問
、
九
同
九

口
市
単
独
農
林
道
整
備
事
業
補

助

費

五

、

0
0
0

四
、
商
工
業
の
振
興
と
都
市
対
策

。
商
業
街
区
整
備
事
業
補
助
金

、一立

0
0

。
尚
工
団
体
育
成
費一

、
八
三

0

0
中
小
企
業
振
興
資
金
融
資
預

託

金

一

九

、

0
0
0

五
、
生
活
環
境
の
整
備

。
送
路
網
の
整
備

二
二

O
、
二
二

0

0
下
排
水
路
の
整
備

ぃ
八
六
、
一
一
一
一

C
公
園
の
整
備
(
亘
土
山
公
園
、

臥
龍
公
園
)
七
一
二
、

O
五
六

O
土
地
区
画
整
備
事
業

一
、
七
三
五

O
公
営
住
宅
建
設
事
業

六
O
、
五
五
三

O
同
和
対
策
事
業

二
八
二
、
六

0
0

六
、
教
育
行
政
の
推
進

。
平
小
学
校
増
築
事
業

七
五
、
六
五
一

O
平
野
小
学
校
増
築
事
業

五
二
、

O
六二一

O
特
殊
教
育
施
設
整
備

一四、

0
0
0

固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
会
委
員

に

橋

本

氏

選

缶

itカ"ff: 
選期市
f壬 f商問

所さ了定
れに資

十大七大ま伴産
ゲて J王fL討'i'[ し し、長平
日六番市た、価

年地春 c 橋審
十賀本査

Ip 蒸委
月 明員
二 O 氏の

生
年
月
日⑧窓

⑦ ⑮ ⑥ 

次
の
と
む
り
無
料
相
談
を
し
ま

す
。
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

。
交
通
事
故
相
談
日

と

き

5
片
山
口
日
時
l
m
時

ク

白

日

ク

と
こ
ろ
市
役
所
第
一
会
議
室

。
人
権
相
談
臼

と

き

5
月
幻
日
目
時
1
M時

と
こ
ろ
社
会
福
祉
協
議
会
事
務

局
(
旧
大
洲
公
会
堂
)

O
心
配
ご
と
相
談
日

と

き

5
月
1
日
日
時
i
M時

今

日

日

ク

'
つ
u
l
i

p

勺
つ
-Iι

ク
お
日

社
会
福
祉
協
議
会
事
務

局
(
旧
大
洲
公
会
堂
)

O
家
庭
児
童
相
談
臼

と

き

毎

日

9
時
i
M時

た
だ
し
、
土
曜
日
は
ロ

時
ま
で
、
日
曜
日
、
祝

日
は
休
み
ま
す
。

と
こ
ろ
市
福
祉
事
務
所

。
行
政
相
談
日

と

き

毎

日

9
時
i
M時

た
だ
し
、
月
曜
H
は
休

み
ま
す
。

と
こ
ろ
市
民
会
館

体
自
の

圏
園
管
轡

と
こ
ろ

5
月

3
日

。
5
B

中 加
h 央 戸

が:])丙
F完 F完

ク

7
日

今
日
日

ク
白
日

ク
お
日

~ タ，

タ，

④ ④  
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4月25日昭和53年

市
川
、
凹
月
一
日
付
で
百
一
-
ト
む
の
人
事
異
動
を
発
令
し
ま
し
た
。

ご
の
呉
勅
は
、
昭
和
五
卜
二
一
年
度
の
市
政
遂
行
に
対
応
「
る
た
め
、
職
員
を
適
材

適
所
に
配
置
し
少
に
も
の
で
す
。

持
色
と
し
て
は
、
コ
ミ
ユ
二
テ
ィ
対
策
を
、
よ
り
積
極
的
に
進
め
、
ま
た
行
政
の

総
公
調
繋
を
ナ
る
た
め
、
「
へ
止
岡
広
報
認
を
一
企
同
調
整
課
に
改
山
、

1

ミ
ユ
ニ

ブ
ィ
判
当
、
総
合
調
整
担
当
の
複
数
課
長
仙
佐
を
配
置
し
、
ま
た
、
郎
市
整
備
を
積

秘
的
に
進
め
る
た
め
、
「
環
日
竺
備
課
ー
を
「
都
市
笠
備
課
一
に
改
め
、
同
課
に
抗
主

主
幹
一
課
長
級
)
を
配
置
し
、
れ
わ
体
制
の
強
化
を
同
り
ま
?
ゾ
た
。

つ
い
?
、
一
川
U
L林
保
育
所
の
開
設
に
伴
い
職
員
十
一
れ
を
配
出
し
、
児
童
福
祉
の
充

実
を
凶
り
ま
し
た
。

ま
と
、
上
ル
小
道
案
三
次
拡
張
事
業
の
た
め
必
要
な
駅
引
を
出
品
し
、
市
立
図
書
館

へ
も
市
民
の
読
書
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
ば
か
る
た
め
増
員
を
い
た
し
ま
し
と
。

、

ぶ

な

異

動

は

次

の

と

わ

り

で

す

。

(

カ

リ

ノ

ゴ

内

は

旧

任

)

三事臨J:l三

マ
総
務
部
長
尚
北
川
千
春
(
開
刊
に
山

長
)
マ
開
発
市
長
一
口
問
柳
芳
久
(
総

務
部
長
~
マ
企
岨
判
明
市
川
長
川
野

山
帽
雄
一
福
祉
事
前
所
長
)
マ
戸
川
祉

事
務
所
長
松
本
孝
義
(
教
委
総
務

相
部
長
)
マ
農
政
山
長
弱
地
久
一
中

央
公
民
館
長

J

農
地
問
完
成
長
吉

川
定
川
(
企
両
広
報
課
長
)
[
れ

市町
mh
備
課
長
心
川
達
郎
(
環
境
一
位

備川川下
K

↑
本
道
課
長
令
し
し
虎
邦
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大
川
A

下
川
長
)
ム
大
川

γ
川
長

行
河
一
古
川
一
山
反
政
課
長
)
口
約
内

委
民
会
隠
務
課
長
絵
日
L
V良
(
水

道
課
長
~
一
¥
肘
刊
行
委
討
会
一
一
一
十
校
教

育
課
長
主
肝
h
kハ
(
f
-
F
い小

v

下
校

長
)

V
中
山
一
公
民
館
長
牒
日
正
直

(
議
会
事
務
同
次
長
)
マ
建
設
叩

、一j
幹
校
課
長
補
佐
辻
忠
引
へ
山
一
日
業

土
木
課
主
幹
承
認
長
補
佐
一
一
¥
都

市
主
備
課
主
幹
兼
事
業
係
長
石
間

正
列
一
連
設
課
長
補
佐
兼
ト
し
木
第

一
係
H
R
)

ヤ
総
務
課
長
補
佐
兼
臥

佐
山
業
務
係
ド
紅
白
水
利
(
総
務
課

長
補
作
兼
財
政
第
一
一
係
長
J

[

し〉企

一
向
調
税
課
長
補
佐
兼
八
止
一
向
日
川
副
係

長
-
品
川
山
山
市
町
り
(
悦
務
課
ド
ド
制
作
兼

山
川
一
一
川
係
長
)
V
A
I

川
問
中
位
一
課
長
山
川

住
萩
「
J
ミ
ユ
二
テ
ィ
係
長
注
降
夫

一
企
州
広
山
政
謀
長
補
佐
兼
コ
ミ
三

一
ア
ィ
係
伝
一
つ
山
川
務
課
長
補
佐

兼
市
民
間
係
長
安
藤
昭
一
総
務
課
長

補
佐
兼
臥
龍
苑
業
務
係
長
」
マ
市
民

課
長
補
佐
兼
市
民
第
一
一
川
町
長
森
本

氏、
V

一
保
険
街
片
仁
川
師
長
補
性
非
郡
山

生
係
長
)
「
〉
保
険
衛
生
課
長
納
佐

兼
衛
生
係
長
朝
日
安
明
(
人
事
課

事
政
由
J

門
日
以
船
主
パ
係
長
)
γ

民

業
土
木
課
長
補
休
氏
肝
始
一
時
い
川

終
日
栄
一
宇
雨
L
L

欧ハベ日尚ムポ山山一みれ
τ
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味
よ
付
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I
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r
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レ
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ホ
;

f

J
卜
j
f
I
¥

マ
津
市
深
長
補
佐
兼
住
泊
四
日
第
一
一
係

トヘ
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-vυ

打
己
岡
本
一
z

て
前
F

仁

1
J
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E
f
-
-ム一三口
f
z
fゃ

i

k

干
上
叩
民
第
一
係
長
)
マ
都
市
準
備

課
長
補
佐
兼
併
坦
係
H
R
L
六
M
M
広
生

(
教
育
委
以
会
社
会
教
行
川
部
長
補

佐
)
マ
議
A
~
h
J
F
狗
川
次
長
性
山
山

夫
(
大
洲
一
川
院
次
長
兼
庶
務
係
長
)

マ
教
育
予
川
会
社
会
殺
J

行
訓
長
怖

佐
増
芳
川
町
一
環
境
州
民
備
課
長
補

佐
萩
肝
務
係
一
ム
一
げ
v

ト
八
洲
山
川
事

務
吋
次
長
」
衣
庶
務
係
長
七
川
然
佐

夫
一
建
設
課
長
補
佐
新
作
川
崎
第
一
-

一i
j
z
y
y
H
児
汚
岡
本
和
行
主
f
r
川J
1
1
庶

J

正
J
ムで、正'マヲ一一一口
i

一一
!
4
i
ド
i

f
シ:ー

川
ど
ん
日
必
判
係
長
怯
岡
戸
仁
川
久
一
段

位
間
U
T一
沫
事
務
占
J

門

H
兼
国
土
詞

木

H
係
長
)
マ
川
向
山
市
引
務
事
川
口

被
収
納
第
一
仔
ド
白
川
町
克
己
へ
い
帆

務
ぷ
徴
収
係
長
¥
/
山
氏
瑚
M
U
山什向

専
門
員
兼
川
民
年
金
係
長
中
野
光

ぷ
一
へ
事
引
事
務
司
門
口
荻
給
勺

係
長
一
マ
農
政
判
州
事
初
出
J

門一日一兼

構
造
改
壮
行
協
今
一
係
長
穴
川
生
除
生
(

農
政
叩
師
事
務
専
門
H
H
兼
京
伝
係
長
)

マ
農
政
課
事
務
専
門
口
一
昨
相
同
造
改

草
川
第
一
係
長
祖
付
井
宗
主
円
(
農
政

課
事
務
布
川
口
封
兼
山
川
遇
改
ん
抗
日
係
長
)

マ
農
地
問
沿
刊
州
事
務
所
門
UH
兼
国

土
調
査
係
長
川
ト
小
パ
川
男
(
事
ヴ

h

川y

門
民
社
相
一
平
野
連
絡
所
長
)
マ
建
設

課
技
術
専
門
員
兼
土
木
係
長
八
木

反
己
(
建
設
課
上
木
第
二
係
長
」

マ
事
務
専
門
員
兼
徳
森
保
育
所
長

嶋
刈
出

pr(事
務
作
門
員
兼
新
谷

保
育
所
長
)
マ
人
事
課
給
与
係
長

笹
山
崎
文
保
¥
柑
務
課
固
定
資
産
制

係
長
)
マ
総
務
課
川
政
策
一
係
長

政
所
義
之
(
総
務
忠
清
川
係
長
)

hv

総
務
課
管
財
係
長
、
刈
針
登
(
会

計
課
閉
山
係
長
)
マ
企
凶
調
整
課

J

仏
日
仏
聴
係
長
冨
凹
重
広
(
企
画

山
政
課
広
報
広
聴
係
長
~
マ
会
計

ぷ
用
度
係
長
佐
々
木
義
夫
一
続
投

課
管
理
第
一
係
長
)
マ
税
務
ぷ
収

納
第
一
今
係
長
大
谷
必

f
(
税
務
課

庶
務
係
長
)
ヤ
福
祉
事
務
所
保
護

係
長
寺
同
事
一
「
栄
一
農
地
開
発
課
第
一

係
長
)
マ
農
地
開
発
課
開
発
第
一

係
長
水
川
尚
孝
仁
(
企
回
広
報
課
企

幽
統
計
係
長
)
マ
建
設
課
許
則
前

一
係
長
大
肝
茂
山
(
市
民
川
出
国
民

日
午
余
係
長
)
マ
都
市
松
山
備
課
都
市

川
一
川
係
長
必
井
健
一
環
境
整
備
課

市
上
川
副
附
係
長
)
マ
都
市
整
備
課

建
築
係
長
栗
林
保
一
時
境
援
備
課

注
築
係
長
、
一
マ
教
育
会
一
同
会
社
会

教
育
課
社
会
体
育
係
長
大
野
象
一

(
農
政
課
、
て
五
一
マ
平
野
連
純
一
庁

長
岡
山
安
佼
(
松
祉
事
務
所
保
一
校

係
長
三
マ
肱
南
保
育
所
長
堀
江
弘

f
(
大
成
保
育
所
主
任
)
斗
肱
北

保
育
所
長
林
タ
ツ
コ
(
田
木
津
川
一
有

所
長
)
行
〉
新
一
命
保
育
所
長
陥

ω
一

肱
北
保
育
所
長
~
一
マ
粟
津
保
育
所

長
伊
賀
正
江
一
此
南
保
育
所
長
)

マ
喜
多
保
育
所
、
一
上
任
保
母
校
時
止

7

十
、
肱
北
保
育
所
主
任
保
母
)
マ

肱
北
川
凶
行
一
昨
主
任
保
付
石
丸
松
子

融
和
議
和
布
東
海
現
世
融
和
世
世
現
世
融
和
布
設

母
子
保
健
シ
リ
ー
ズ
鵠

/
丈
夫

健
や
か
か
協
赤
ち
ゃ

産
み
育
て
る
た
め
に
4

お
母
き
ん
や
、
新
し
く
お
母
さ

ん
に
な
ら
れ
る
方
に
、
丈
夫
で
健

や
か
な
赤
ち
ゃ
ん
を
産
み
育
て
る

た
め
の
、
正
し
い
知
識
を
身
に
つ

け
ど
い
た
だ
こ
う
と
、
母
親
…
一
字
級

を
院
い
で
パ
γ
ま
す
。

昭
和
五
卜
三
年
度
も
次
の
と
お

を

り
、
付
規

υτ刊
棋
を
開
講
い
た
し
ま

す
か
ら
多
く
の
か
の
受
講
を
わ
叫

ち
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
受
講
中
し
込
み
、
そ
の

他
詳
し
い
↓
」
と
母
、
市
保
険
衛
生

課
ま
た
は
、
会
連
結
所
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

(
新
(
八
日
保
有
所
)
マ
南
久
米
川
町
育

所
主
任
保
円
井
ト
し
笑
美

f
一
粟
津

保
育
所
)
マ
大
成
保
育
所
、
ド
ム
任
保

母
松
煤
美
利
子
一
行
が
ち
保
育
所
ド

作
山
付
、
一

γ
必
森
保
育
所
主
任
保

吋
佐
々
木
市
美
子
(
南
久
米
保
育

所
主
任
保
母
)
マ
学
校
給
食
ヒ
ン

タ
主
査
新
存
久
一
一
一
「
税
務
課
主

事
一
一
行
税
務
課
主
主
武
田
勝
利
一

税
均
課
主
事
)
マ
人
事
課
~
し
貨
問

中
健
次
郎
~
農
政
課
主
査
)
人
事

課
主
査
森
本
章
一
議
会
事
訪
問
主

査
)
ヤ
保
険
衛
仲
買
河
川
、
上
立
怯
回
純

今
(
人
事
課
主
査
)

大
洲
市
老
人
ケ
一
ブ
y
連
合
ム
バ
じ

利成山
ι

長
会
長
)
主
催
で
「
第
ベ
川

大
洲
市
老
人
然
」
が
:
一
月
一

a

イ
仁

川
大
川
市
中
一
子
校
体
育
館
で
開
催

さ
れ
、
勺
一
一
/
ア
パ
は
と
ち
八
一
円
人
が

参
加
し
、
十
一
一
地
代
汁
抗
と
什
由

参
加
の
仁
時
打
で
競
技
必
行
わ
れ

ま
し
た
。

乏
人
祭

υ、
老
人
の
問
時
増
進

と
南
川
町
会
ア
ラ
ブ
活
動
を
す
る

た
め
に
毎
九
一
同
開
催
し
、
今
年

で
し
ハ
川
川
、
バ
ボ
し
い
老
人
の
集
い

に
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
、
朝
か
ら
あ
い
に
く
の

γ

貯2 .場

前
も
ょ
う
の
た
め
、
体
育
館
で
十

円
か
ら
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

ポ
ー
リ
ン
グ
、
ふ
う
せ
ん
割

η
、

ボ
ー
ル
送
り
、

7

ペ
プ
、
J

し
l
ス、

リ
ム
転
が
し
、

mか
ず
亙
一
、
玉
入

れ
の
競
伐
な
し
一
か
行
わ
れ
ま
L
た

が
、
…
前
一
手
た
ち
は
、
フ
て
れ
刊
で
れ
の

地
M
m
ゼ
ッ
ケ
ン
と
、
ハ
チ

7
4

を
締
め
、
地
区
の
声
援
に
応
え
て

行
去
に
な
り
、
師
問
弁
一
伸
ば
し
出
場

し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
応
援
者
以
、
ぷ
一
子
の
日

間
に
満
足
し
拍
子
を
送
り
、
中
本
加

行
八
百
人
全
員
が
年
齢
を
忘
れ
、

仏
し
い
一
日
を
過
ご
し
、
一
一
一
時
ご

バ
出
会
視
に
終
り
ま
し
た
。

地
区
の
成
結
は
、
次
の
と
お
り

で
し
た
。
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次
の
か
た
が
た
が
社
会
福
祉
事

業
の
た
め
に
役
立
て
て
下
さ
い
と
、

ま
ご
ご
ろ
飢
行
ヘ
預
託
さ
れ
ま
し
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心
か
ら
む
判
中
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上
げ
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す
。
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(
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洲
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員
十
同
の

義
援
金
に
よ
心
物
品
、
田
口
、

第
一
生
命
保
険
相
互
会
社
職
員

一同

大
川
市
社
会
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